
も多いことから折哀タイプの韓式系土器 と認定した。

甑 切 り込みを入れた把手部片が 3点出土している。端部が面をもつものと、尖るものがある。1907

は縦位の平行叩きと横方向の沈線がみられ、把手部の剥落痕と口縁への外反部が僅かに残る胴部片であ

る。これらはいずれも黄白色系胎土で他の韓式系土器 と共通する。特に把手部は壺月同部片として報告 し

た多くの破片と酷似 してお り、把手付壺かもしれない。1671は多円孔の甑で、胎土は土師器 と同じで

ある。外面はハケロ調整を施してお り、土師器に分類すべきか。

以上の軟質土器 (韓式系土器)は器種や形態が豊かで、単独出土のこれまでの県内事例とは異なる評

価が必要であろう。平底鉢や壺の形態から見ると、上記で例示した大谷里遺跡などが所在する百済南部

の栄山江流域の土器様式に近いものと考えられる。

韓式系土器に伴う土師器・初期須恵器

韓式系土器に伴 うと考えられる土器組成を第 279図 に示した。土師器の壺、甕は布留式土器の特徴を

留めた個体 (こ こでは布留系土器 とした)力 多`い。また、小型丸底壺は弥生期の壺との区別がつきにく

いものもある。

高杯は杯部・体部境に段状の屈曲をもつのが主流で、屈曲せず杯部が椀状となる形態は 1点のみであ

る。前者はさらに口縁部が屈曲して外反する形態と、斜め上方に直線的あるいは内彎気味に開く形態に

分かれる。量的には口縁部が屈曲するタイプがやや多い。この高杯の形態組成や量比は倉敷市菅生小学

校裏山遺跡 (中野
1993の

分析)に類似する。

須恵器は陶邑TK232併行期からTK208併行までのものを含む。実際にはさらに新しい時期の須恵器も

出土してお り、流路跡 SR05～ 07の埋没途上の窪みの継続時期を反映しているものと推定される。 し

たがって韓式系土器に伴 う須恵器を峻別することはできず、量的な比較から類推するしかない。蓋は

TG232窯 と同様に口縁天丼部境の突帯が大きなものと、ON231窯 のように突帯が低いものがある。量的

には後者が多い。高杯は口縁、脚部とも小片のため判断しづらいが、口縁部外反が弱く、段も低いこと

からTK73併行を上限とするものと考える。小型壺は口縁部が外反気味となることからON231窯併行 と

みられる。以上、時期幅が大きいが、TG232窯 併行が少量、ON231窯併行もしくは TK73併行がやや多く、

TK208は 少ない傾向といえる。韓式系土器や上記の土師器は量的な比較から見て TG232窯 からTK73窯

併行期ごろの所産と見るのが妥当であろう。

当遺跡 と土師器の形態組成が類似 し、韓式系土器が多数出土した岡山県菅生小学校裏山遺跡出土の須

恵器の うち、高杯 (中野 1993の 440)や大型器台 (中野 1993の 442)も やはりTG232窯 からON231窯

併行期ごろの所産と考えられるので、上記 と矛盾はない。

胎土分析 初期須恵器・陶質土器 7点の胎土分析の結果、多くが陶邑産であつたが、三谷二郎池西岸窯

と産地同定されたものが 3点ある。また、赤褐色系の陶質土器は、分析の結果 「陶邑産 ?」 とされ産地

を特定するに至らず、半島からの搬入品である可能性も考えておきたい。

県内の初期須恵器の胎土分析では、近隣の陵遺跡で出土した須恵器 7点のうち蓋、壺、大型器台、有

蓋高杯の 4点が三谷二郎池西岸窯産、それ以外は陶邑産 とされてお り、原間遺跡では分析対象 27点の

うち官山窯産 1点 を除くすべてが陶邑産とされている。陶邑産が圧倒的に多いことは間違いないが、三

谷二郎池西岸窯 と判定される製品が増カロしつつある。分析値には当然ながら一定の誤差等が含まれてお

り、太田下須川分析例では、陶邑か二郎池か両方の可能性があるものが指摘されている。つまり産地同

定結果をそのまま須恵器の生産地と置き換えて考えることは現段階ではまだ無理である。三谷二郎池西
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岸窯と判定される製品が今後さらに増加することで、考古学的な形式比較が可能となるであろう。

<古代 >

C地区東側の河り|1跡 SR04では、 7世紀後半ごろに河り||の付け替えが行われた可能性を指摘 した。古

墳時代中期まで西から東に蛇行 しながら流下していたC地区西側の流路跡 SR05～ 07は、遅くとも 7世

紀中葉までには埋没 し、南東から北西に流れる溝跡群に転換する。これは、7世紀中葉から後半にかけ

ての広範囲の水利網の変更を反映するものと推定した。同時に流路埋没後の窪地を利用 して、C地区微

高地一帯が水田化 した可能性が高いと言える。その後、平安期には微高地で掘立柱建物跡が営まれ始め

る (SB25)。 .そ の建物跡は、周辺条里型地割に沿つて建築されてお り、遅くともこの段階には現在の条

里型地割と同じ地割が周辺に施工されていることが確実である。それでは、7世紀後半から平安期にか

けては、条里型地割が施工されていなかったというと、必ず しもそう即断はできない。 C地区東側の溝

跡 SD17～ 19は、7世紀後半の溝跡 と考えられるが、南から不定方向に流下した後、調査区内でカーブ

して、概ね条里方向に一致して北の調査区外へ続いている。つまり、部分的に微地形に沿った不定方向

の溝跡でも、地形条件が克服できる場所では溝を屈曲させて条里方向に沿わせているものと解釈できる。

同様の事例は、県中央部の丸亀平野で多くの事例 (森下 1997)が ある。すなわち、条里型地割の施工

を平安時代まで遅らせて考える必要はない。

<中世 >

A地区の中世から近世にかけての遺構は、南北朝期に調査地の南に移転したとされる「宝蔵院極楽寺」

に関係 した遺構である可能性が高い。特に西丘陵の SB09 0 10は 大型の掘立柱建物跡で、区画溝跡 と推

定される大溝跡 SD04を伴 う。また、東丘陵の建物群は建物群 Bに代表されるように、地山整形による

平坦面を作 り出して建物を構築しており、同時期に多数つくられたとみられる中世山城の削平地の構築

状況にも類似するものである。出土した遺物は、大溝跡より多数の土器が出土したが、多くは備前系な

どの陶器類 と、土師質の調理具類であり、土師質の供膳具が極めて少ない。これは、井戸出上の漆椀に

代表されるように供膳具が主に木製品でまかなわれた可能性が高いものと言えよう。

瓦は多数出土したが、平安期にさかのばりうるものは、 1点程度である。燻焼瓦に鬼瓦が 1点含まれ

ている。一般の集落では出土しない器種であり、寺院との関係を示唆するものであろう。
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遺 物 観 察 表

凡   例

・観察表は遺物種類ごとに、土器、石器、金属器、玉類、本製品、

骨の順で掲載した。

・番号は本文遺物番号を示す。

・図版は CD収録カラこ写真図版のページ番号を示す。

・土器観察表は、その詳細版を CDに収録 している。

・土器観察表の角閃石・雲母・砂粒の項については、相対的に胎土

中に含まれる粒径を粗・中・細に、砂粒の量を多・並・少に各 3

段階に区分して表記 した。

・土器観察表の分析項は第 6章第 5節、同章第 6節の三辻氏胎土分

析における分析番号を示す。
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稚酬 噸痕'分析区分卜1

llH痕 `分析区伽1

弥生酬

ホ生酬

1離痕'分析区分Al

投入品?

Pn民 oぜ

SR05G群 h生土器 ‖離痕,分析区分卜1

‖離痕,分析区伽1

弥生土器 ‖離痕'分析区分卜1

弥生燃

は311SRl150激 弥生土器 1離痕,分析区分卜1

4351SR05G: 弥生州

1離痕'分析区分卜1

岬i蘇帷汁
1・

4381SR05Gfi ホ生酬 Lじ双糸
1分

lL分

fiel$o5Gi+l ‖離痕̀分析区分Al

4{ol$o5cHl IMFl'分 析区分Al

拙G訓 性 端

弥生土器

,R05G群 体生士喘 面ヽに煤付着

4411SR05G群

448lSR05CH

1(n10DA[

割

粧酬

椎端

性 燃

弥生士器

弥生士器

弥生土器

R05B群 弥生土器 鉢

弥生土器 )析区分A-1

弥生土器

弥生士器

弥生土器 鉢

鉢

腔燃

椎 淵

弥生士酬

弥生士酬

甕

稚淵 甕
３５８

一

SR05E勲 甕

粧 J l入品、吉備系

椎掛 辻噸系

椎淵 1土B類系

3631SR05E]

Щ ホ生土器

帷淵
一

‐３８

社噸系

柵

ヨ
SR05F群 弥生土器

祢生土器

祢生土器

:土 B類系:分析区分
2

判

SR15Fll 趾淵

SR05F群

推J

SR15F群
〕土B瀬系'分析区分

酬
鞘

SR05F群 l入品、阿波産

13751SR05F]

13761SRl15F群

13781SR05F群 弥生土器

3791SR05F‖ 弥生土器

lr生士器

上暉糸`分 l匹分

耐
■

SR05G群 祢生土器

祢生土器

LB類糸'分 J胆分 ‐４〇

一

IR1501 1土B類系

1土B類系

甕
lib双糸'分研1分

」

翻
４

ホ生土器

ll生 土器

‐３５

一

‐６７

i上b朗 糸:分研断
1

‐４４

一

1離痕̀分析区分卜1

土器観察表

馴

旱色土器

l色土器

須恵器

須恵器

徳質

描直繰文6条 /単 、緩

椎J i柑直線文5条′単、山
′寸

絆直
繰共2郷早、政

6

i直線文6条′単(3

ラ描き沈線現存2条

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生士器

弥生士器

縄文土器

縄文土器

椎酬

椎 淵

状力櫛描き沈繰5条

趾酬

粧淵

甕

粧鮒 三角列点攻

粧淵 輔直線文4条′単

i描直線文5条 /単 1

lll器
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土器観察表

棚|

45‖ SRl15G]

ipn[nd 弥生土器
稲押さえに指紋状

祢生掛

杯生掛 ‖離rl,分析区分A-1

祢生J IRFl'分 析区伽1

IR05G甜 1理壼

性酬 J理壺

卜生土鼎

1離痕'分析区分Al

:部に焼成前穿孔

が生土器 :部に焼成前穿孔

稚端 【部に焼成前穿孔

椎燃 :部に焼成前穿孔

椎 燃 【部に焼成前穿孔

椎酬 1離痕'分析区分A-1

i部 中央に剥離圧痕

性燃 1面 に黒色付着物

4691SR15GT

47uSRl1501 推燃

4711SR05GI 弥生士器

4721SR0501

祢生」

4741SR0501

i面中央に剌突状圧痕

4761SR05G群 弥生土器

14771SR05G甜 推酬

147田 SRl15G‖

粧燃
|■ 6類糸'ガ町凶ガ

「
l

“
m陣麟弥生土器

上B観糸`分確 ガ

曲師 弥生士器

性酬 Ft―‖ 臥品?

雉淵

484卜臓俳 常生土器
吐噸系'形態は非B

価鱗麟稚鮒

486燎岐麟

性燃

4"帥噴麟椎士器 鉢

糧燃

性端 並

帥 牲掛
1■ b類糸`分町区ガ

1

爾 性燃

性端 1離痕,分析区分A-1

496師岐麟椎 燃

椎燃

椎燃 並

腔端

勉酬 土噸系

爾 冽瓢帯文?)

lal?

J

椰|

多
lll類糸・分併区分

ホ生土器 多
肯■U類糸'分研凶分
|つ

推燃 多 lB類 系

弥生士洲

弥生士喘

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器 脚`顛痕あり

弥生土器 並

躊 帷 鮒
上り視糸り研区分

性 淵 輝憾僻
稚淵

ネ生土器
土Brl糸 `分Jl怪分

h生土器
土噸系̀分析区分

522卜螺麟 h生土l 1■ 3類糸`分研怪分
-1

畔 傷 ホ生土器
i■じ観糸`分研性分
-1

並
J類系̀分析区分

性燃
や土B類 糸`分JTL分

畔 麟 椎燃
il暇糸`分研怪分
リ

性端
LB類糸`分析低分

硼鵬麟性lli :蝋系

輛 椎燃
Lじ類糸`分研性分

陶 ホ生土器 類系槙倣土器

面
鵬陸鶴ホ生土器

冊疇餞椎酬

憮″+】

叫 督 推燃

５３６

一

幽

帥曝麟

鵬陣麟

陶 推J

鋼県麟 l入品、吉備系

Ⅷ礁麟

囲陣麟 上B類 糸'分町凶分

財

ilB類系

囲陣饉弥生J 106腱
IB類

系'分析区分

瑚陣饉 台土B歎 糸'分析L分

脚疇饉

付■3頌糸`分研凶分
卜1

弥生土署 並 台蝋 系

弥生土器

日■嘲糸'ル態ほ非b

百

rn 1ffi18fi?h'ilfrl{t},* B.|

畔饒
首■堀糸'分研凶分

祢生土署 :土B類系

番 椰 | 割 躁

椎燃

腔器

椎器

椎器

椎器

椎器

甑端

杜端

稚端 【部に焼成前穿孔

杜燃

杜淵

杜土器

稚鮒

ふ生土器 土噸系

土晰系

13規糸'分研区分
1

畔 麟 ホ生士器
台■BH糸 '分析区分

6■暇糸'分研凶分
日

卜生土器
首■B照糸`分〕区分
11

稚螂
言土B瑣糸'分1区分

「
9

姓燃
目立b夙糸 'ガ俯凶ガ

弥生J

弥生土署

瓢陣麟腔酬 1離lit分析区分Al

推聟

1■8服糸'分)区分
リ

棚陣麟 台土B演糸・分研区分
卜1

輛
帥疇断卜生土器
６〇

一

卜生士器

畔 麟 椎淵
台土噸系,分析区分

6"掏県断 泉刻(鳥 ?)

泉刻(巴 )

躊
tBH糸 '分ll区分

畔 麟
台土B類系,分析区分

鉢
6ib訊 糸'ガl●ガ
ー

1

椎器 甑 I部焼成前穿ll

弥生士満

弥生士器

弥生士器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器
iB燎糸'分 Jl区分
1
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働 |

:御
撤

厠 岬 i描 4条′単

剛 癬岬

隕 姓酬

隕 力生土‖

柿8条′単

h生土ネ

l1lμ Dツ粛

粧端

:品片岩含む

弥生土器

弥生士器 社噸系

姓酬
[鼻11甘鮒

十

椎 酬

弥生士器

7861SR06AF

ホ生土器

h生土器

‐５４

一

ロ

ЩSR06B群 弥生土器
‐５５

一

‐５５

弥生土器

JIRMB群 誠前穿孔現存2箇所

熙

黎 弥生土器
‐５５

一

‐５６

|り blbKUbじ 仕 糧酬

師生土器

h生端

弥生燃

馴鍮 性 端

弥生土器

台土B瑣 糸・分析区分
卜
'

推 淵
言ib類糸'ガ■匹ガ

弥生士器 |■堀糸・分〕区分
-2

弥生酬 言土B観 糸`分研低分
リ

祢生土器 龍田類系'分析区分

並
'■

b観糸`ガ〕凶分
蜆

鉤
L3親糸'分l凶分

鍮 弥生土器 lll噸系

田陣劇祢生土器

刷2階呵
田睡劃
田麟劃

割6陣蝕
&6躊麟

叫岬 面ヽに煤付着

陽 御 |

ml昭麟 ‰底面穿ll la
Ю21瞬俳

,留系士師器

1縁端面に浅い沈線

6831幽

1諄〉.椰畔li3

鵬陣麟
,留系土師器

躙 ,留系土師器

留系土師器

鋤曝督

63 留系土師器

酬1瞬麟

F留系士師器

畔 餞

701N環 麟

瞬麟

1理壼 F留系土師器

1外面に漆

Щ熙濡麟
一

‐４７

1

I

瞬 麟 77

到浙 弥生土器

弥生土器

‐５３

一

‐５３

甕

ホ生土器 鷲licil構
成

7601瓢嬬 h生土器 i描 4条′単3帯以上

1描 5条′単3帯以上

/単 5帯以上の

土器観察表

団I

97
言土B観 糸・分研凶分

「
|

台土B順系,分析区分

社晰系

:IB類系

本生土器

性土器

稚士器

が生土器

椎 酬

祢生淵

弥生酬

636師県麟ホ生酬
631と 同一の可能性有

“
ON曝麟

颯
弥生酬

弥生酬

上嘲糸'形態は,「8

「
~… …・

ШI叫麟弥生酬 ,入 品、吉備系

幽

椎掛

畔 餞

l斑有り

Tl土器

脚
器

雌
器

瞬麟
零ぅ予土
輔
器
醐
器

畔 督 脚
器
輔
器
韓式系土
器

韓
1:土

蝶鶴 輔
熙

鰍
器

卜部下半の破片

怖

輛
器

王

輔
器
脚 土

-303-



『引出士遺‖ all 割

韓式系土

韓式系土

畔 麟 脚 士

琲
士

呼士

鵡饉 呼土

留系士師器

,留系士師器

器'日 縁外

卿階麟 留系土師器

940M

瞬 麟

F留系土師器

F留系土師器

941N喋傷 F留系土師器

915N喋餞 F留系土師器

騨 麟
系土師器'穿孔3

例 F留系土師器

i留系土師器

用
時

万
l入品、阿波産

:重 日縁壺

須恵器

畔 麟 須恵器

題

IR07媚

けib類糸'分引匹ガ
■

呵帥吐則

臥品、阿波産

祢生燃

弥生J
R07埋 姓燃

9851SR07下 層h生士ネ

弥生土器
」B瀬系'分析区分

鶴
Ⅷ
石

n入品、阿波産

9881SR07下 [ 卜生土器

椎端

VVZlbIUI P燿

剣剛篠 :孔 4カ所

台土B類系,分析区分

硼 | 肺

糧酬

877阿喋倒: ;孔 4カ所

蝠 聾11耐
机力所

田陣麟
置i暉糸'形態ほ非b

百

帥陣麟
'上じ朋糸'形態llIヲ「B

蝠
棚帥 : ホ生掛

祢生淵

884脚: ホ生酬

ホ生酬

ホ生淵

i刻 (弧帯文)

須酬 Ю

須酬 B

須恵器

須酬

須燃

須恵器 凪 ]期須恵器

砲 1響

肺脚然

題 1期須恵器

畔 任

澤式系土

畔 彗
議式系土

畔 麟
諄式系土

絲
器
露式系土

瞬 麟
露式系土

鰍
器
脚
器

瞬 瞥
露式系土

瞬 餞
靴
果

絲
器
憚式系土

910と 同一個体か

畔 督
惇式系土

痒式糸土

瑯
酬

躙 呼
士

訛
器
脚 土

礁麟
脚 士

畔断
臨 士

脚
器
脚 土

岬 饉 軸
器
輔
器
輔 士

土器観察表

潮|

珂螺 麟 性ly・

ホ生土器

断区伽1

弥生士器 1離痕,分析区分Al

1入品、吉備系

台土噸系

台土噸系

推酬 理『彙者品1鶴日

弥生土器 1離痕?`分析区分A-1

弥生士器 lpli:分析区分A-1

弥生士器

1■ b風糸`,■凶ガ
ー
1

暉 弥生土器

螺媚帷 燃

h生土器 ;孔 4カ所

畔 麟
系土ll器 '夕孔2

系土師器'穿孔4

粧淵

842檄囁麟

推酬

性酬

部生土器

稚端

卜生土器
[粘土による

椎淵 i刻 (綾杉)

性端 i刻 (綾杉)

田陣麟椎 燃
土B譲糸'分〕区分

躊
陶 土中に石器剥片含む

職陣督

陶
面鰤 椎端

推酬

ヨ上じ訊糸'分l凶分
―

l

土じ類糸'分1凶分

静土B類糸'分研区分
-1
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石器観察表
輯

酬 調訓工

ナヌカイト I点は縁状、表
1時われ

嘲
面

』部はRl.Om

81

8創

駆

舗

駆

鋪 流鰐

駆

錮 楔版核ナヌカイト

駆

籠 ナヌカイト

ヌカイト 31

駆
朧

サヌカイ

楔状石核 lTの LE行 が少

1 サヌカイト

８４２

一
田 耐

ナヌカイト

隔 流鰐

:裏に自然面

lTA稽 T製石斧転用

サヌカイト

臓 7.2

17

S皿

磁
:材面摩滅 凹

日嚇製i サヌカイト

サヌカイト

SRlll

ナヌカイト I錐の可能性

S皿 ナヌカイト

極剥片素材 1
ま

型SROl 打製石斧 67
1部表裏面に強セ
[減及び擦億

lTR硲 7核に転用

1.4

型
T裂石斧早
率剥片 製石斧転用品

44 ヌカイトに近い

17

S皿 模状石核

獣719

:製石庖T 流鰐

そ裏面粗割面を
に、 未穿孔、
llt塵雄

型 lTR石斧結晶片岩

結晶片岩

悧緋

賣部に敲打痕

臓

Z同 岩もt

(は脈岩

2e1l

石器観察表

:f

耐

淵
重
回 調整加I

ナヌカイト

H ナヌカイト

檄岩
大幅掘数値は
力示オ

瓢岩 自濁lliル
|フ

'ト

瓢 岩 自濁,ハリトフ'l・

販 岩 阜白濁コハリ|フ

'1・

凝灰岩 ,自濁コドルトフ'1¨

凝灰岩 i自濁コハ'4フ 'ル

疑灰岩 ,自濁,ハリ|フ

'ル‐

五輪塔 凝灰岩 i自濁,ハ
'ルトフ'1¨

凝灰岩 ;自 濁コハリ|フ

'1…

凝灰岩 卓自濁,ハリ|フ
'「

凝灰岩 ,自濁]ハリトフ'ル‐

硝塔 凝灰岩 ,自濁,ハ
'ル

|フ

'1‐

凝灰岩 :自濁コハレ|フ
'ル‐

凝灰岩 自濁コハ'ルトフ'ト

硝塔 版岩 自濁コハ'ル

|フ

｀
1‐

凝灰岩

'自

濁,ド ル|フ
'ル

叡岩 i自濁コハリトフ'lre

榔
朧
駆
癬 t端部のみ

駆
欄
駆
癖

榊
臨

拠
朧 ナヌカイト 47

駆
癬 方ヌカイト

ナヌカイト

駆
癬
雌
癬
肛
瑯 ぼ完形

形

ナヌカイ 1.3 :部折れ

サヌカイ :部先端欠損 91

脚
癬

楔状石核ナヌカイト

655 ナヌカイト

楔状石核サヌカイト

17
]基 部の調整加[

士島悠]諧

12

整剥片
ナヌカイト

サヌカイト 1署 な摩滅及び:

ヤ擦痕あり

楔状石核 ヌカイト
|

楔‖石核サヌカイト
|

L2

+tilt.lt'l

3 腹同悧れ

8 7 5

4 4 1時割れの小剥片|

土器観察表

団1

ll燃

19961SR07下 信

類系模倣士器

弥生士器
1個貫通、2個

ll生士器

弥生士器

弥生土器

弥生土器

弥生ly・
.

稚 端

弥生土器

沐生土器

製塩土器 言上じ用糸
:ガ

併L分

卜|

帥酬

聰 刀期須恵器

側に納創 砲

韓式系土
器 鉢

1駆包創韓式糸土
i部内面に接合痕あり

輔 士

軸 士
亜

軸 士

甕

甕
:上 B類 糸'分研区分

甕

性淵 甕 [入品、吉備系

粧淵

h生土器

椎鮒

帷鮒 1離痕'分析区分卜1

ホ生土器

列 治付鉢

管状士鍾

‐７〇

一

有溝土撻

石器観察表

重量
(口 )

1 ナヌカイト27 L縁下縁に敲打痕

3 ナヌカイト 百鏃製|1時の剥片

4

ヨ厭裂|「時lJl剰 ′
背面、打面に,

十の調整痛

5

打製石斧 i状擦ilあ り

t用痕顕著 欠損

ば完形 使用,

著

打製石剣
し昴静入、ル状
)石剣と推定、
耐「計加肯おり

サヌカイト

サヌカイト 74

ナヌカイト 74

ナヌカイト L7 74

畔
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金属器観察表

幅 厚さ 重
回 内 容 備  考

14

61

L7

畑 f

L7

部に本質がi

(|ヒ材の小片カ
;数あり

硼
甜

:状鉄斧の袋:

1片か

:聖元宝

諮通宝

:永通宝

]永通宝

聯
淵

1.7 i鋳痕あり

金属器観察表

璽
０ 内  容 備  考

(地 金鋼張の消

)せ 式板状辻

`

靱
麟

(地 金鋼張l19渕

)せ 式板状辻

`

閻
鶴

(地 金錦張の消

)せ 式板状辻

`

麒
籐

尿筑枚・警 贔
鶴

尿筑枚・轡 贔
鶴

キ笠具'管‖ 贔鶴
十金具'書昔 贔籠畷・留金具元1
′
大暫 贔

鶴
靱
鶴

2.1 鶉鼈
麒
饉

柘狽̀留金具類 靱鶴
拓誤`留金具類

柘狽`留

`瀬麒 ,留」瀬

卜金り1・ 留

`≧

具ま1

麒 '留金具類

'金

Jl。 留

`≧

員11

Ll 饉誤,留金具類

秘誤,留金具類

饉洪,留金具類

秘誤,留金具類

悩狽,留金具類

箔■,留金具類

悩妥̀留金具類

88 整ピ:'留金具類

89
,関金具あり

91

‖

92

91

97 Ll

LI

石器観察表
重
ｍ 調整加工

J ヌカイト ,7

サヌカイ

サヌカイ

ヌカイト

ナヌカイ

ナヌカイ

たヌカイ
辮
齢珈

隕
柵

ナヌカイ

楔状石核ナヌカイト
i鎌未製品の可
[

サヌカイト 07

ヌカイト
〕部周辺に摩ll

iる光IPt

スクイノ| サヌカイト

楔状石核 ヌカイト 14

半斤刃イ

斧
サヌカイ

:庖 T未 ,
L0

k型蛤刃
雀

k型蛤刃
斧

7.5 き石に転用

k型蛤刃
客 緑酬 6.1 423.3{

鍬岩

7.1

隔

サヌカイ ]試

ヌカイト L基有茎式

暉些キ」暉 ヌカイト

4.7 調刃つぶし

スクレイノ■サヌカイ

スクレイノ■

露形石核に転Л

楔状石核

チャート

ナヌカイ

L2

I製石庖]
l面側擦痕・刃部)

tエクロジャイトか

171 流鰐

打製石斧 13 6662

斯
劃 ヌカイト

晰
朧

ヌカイト

剛
備

スクレイノ■ナヌカイト

雌
朧 ]製石庖1
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玉類観察表

齢
醐

離
醐

晰
確
朧

重
り

静色

淡青緑色

淡青緑色

淡青緑色

淡青緑色 69

淡青緑色
35 淡青緑色

透明感のあ
る青緑色
透171感のあ
る青緑角

玉類観察表

酪
嗣

黙
闘

晰
′‐ヽ径
朧

重
Ｏ

L0 67

10 67

67

D

35 15

35 L5

淡青緑色

透明感のあ
る青緑色

G

閻鰤透明感のあ
る明青缶

67

10

漆黒色

コ′

"ト

フト
コ′,レ 1/1-

コノウレト/11‐
コ′

'ン

トカl―

コノ

"卜

/1-

コノウントカt´

コノウントリ■
コノ

"卜

力l―

コノウント%↓‐

コノウレトリけ
コ′ilp卜 /11_

コ′
'レ

ト/11-

葦自溝,11ド ル

自湾コli17 1r‐

L0 溝ll,和 il17″

ヨ削iル
1717‐

薄自漏シflドル

薄自潅れ(lF″

薄自濁■1ル 1/″

薄自濁デル1/″

津日:珈

'1ト

ア17‐

薄白潅シ|力
|アル

2.5 薄自濁ゴルプ「
B 薄自渇ンゞルF″
B 薄自濁ゴ′1/″

1.5 庫日濁
"11ト

アlr‐

玉類観察表

酪
嗣

黙
固

助
総
鏑

輯
０

プヽト 63

/11-

/1-

ガラス ル

/ib― 63

か 63

/11‐

熊 63

/11- 63

/11‐ 63

コノllトカト 63

コノ

"卜

/11- 63

コノNllト ブト 63

/11- 63

コノウントカ′―

15 コノウントリ■
コ′,レ ト/1ト

/1-

コ′

'レ

ト/11‐
コ′

"卜

/1レ
ー

コ′,レ ト/1ト
コノ

'レ

トルー

コノ

"ト

ブ眸
コノ

"卜

/1~

コノ

"卜

力い―

コノlllト リ■
コノ

"卜

/ル…

コノ

"卜

/11‐

コノ

"卜

/1-

コ′

"卜

/1「

コノウント/11-
コ′

"卜

/11-

コ′

"卜

/11‐

コノ

"卜

カレー

コノ

"ト

リ峠
コノllpトリ■
コノ

"ト

リ■

L0 コノ

"ト

リト
コ′ヽウトカl‐

1.0 コ′ilpトカl―

コ′

"卜

/11-

コ′

'レ

トカl―

10 コツシト/1/‐
コノ

"卜

力い―

コノ
"卜

/1-

コノ
"卜

/1ト

コ′
"卜

/11‐

コ′

"卜

/11-

コ′

"ト

リ眸
コノ

"ト

リ■
コ′

"卜

/11-

薄自浄 ″ゞザ「
薄自渦νfルF″

薄自駆ルド″

薄自渤ヾ1ド″
薄自駒11ド″

薄日濁Ⅳゞ力1711‐

1.0 溝日誦7ヽ l171r・

渾白湯フfルトアlr‐

薄自信,fルげ″

淡青緑色

淡青緑色

淡青緑色

淡青緑色 64

1,0 コノ

"卜

/11- 67

67

67

67

67

D 15 67

67

木製品観察表

長さ

(cm)

厚さ

(cm)
備 考

肘本もし
くは大妻

肘本もし
イ1士大雲

‖木もし
くは木著

:端から15cmの部位に

'柱
ンホゾ費あり

躙
赫

(ロ

径)122

(高

大14

(底

径)660
:膜下地に0.6c口 幅の布当て痕

木筒底板 側ヽに9個の小|し、貫l_n

フない小乳3個あり
1局

き)14.01

硼
難

層

側
離

層

鰤
卿

Ⅷ
艶
層

骨観察表

馴 肺
‐ｃｍ‐

榔
‐ｃｍ‐

最大厚
(c ln)
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写真図版

図版 l A地区空中写真 1
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図版 2 A地 区空中写真 2



図版 3 A地 区空中写真 3
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図版4 A地 区空中写真 4



図版 5 A地 区空中写真 5
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図版 7 B地 区空中写真 2
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図版1l C地区空中写真 4



図版12 A地区土渡 SK04出土土器 図版13 A地区包含層出土石器

図版14 A地区 SR01出土石器
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図版15 A地区古墳出土の須恵器

図版16 A地区古墳 ST08出土土器



図版17 A地区中世～近世遺物 1
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図版18 A地区中世～近世遺物 2



図版19 B地区出土縄文土器・弥生土器



図版20 B地 区出土弥生土器
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図版21 B地 区出土弥生土器・石器
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県道高松長

尾大内線道

路改良

所収遺跡名 種 男J 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
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鉄 刀・ 耳 環・ 玉 類・

韓 式 系 土器・ 陶質土

器 0木 製 農 具 0石 器

突出部付円形周溝墓

韓式系土器 0陶質土器
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８‐
劉
嘲
「

８‐
劉
嘲
「

劇
劉
引
「

°°
 。几  ◎

艤
脹
鷲
＝
地
Φ
Ｏ

　

ｎｌｌ
Ｊ

∂　
‐↓
　
　
　
恣

／
X,139,740

０
０
∞
．∝
Ｏ
Ｈ
ン

０
∞
卜
．Ｎ
Ｏ
ロ
ン

Ｏ
Ｏ
卜

．Ｎ
Ｏ
Ｈ
ン

付図 3-1 尾崎西遺跡 C地区 遺構平面図 1 (S=1/200)

鋏
穐

了琲蜃瞼∝
。「
ブ
囃

γ
′ヽ一下
り
☆
∵
ノ
亀

Ｏ

０。　　　な濶下∞　　　　◎
ｏ

Ｏθ
。
　

一一　

♂
愈
　
＾

000

◎　（）⑥躙
◎ｏつ

⑥
Ｏ

◎

◎
◎ %

鶴鸞

◎

ｍ
◎

　

◎
◎

X,139,740

劇
劉
悧
「

日
「
副
「

倒
「
国
ｍ
「

創
劉

潮

「

８‐
鼎
嘲
「

XF139,740

付図3-2 尾崎西遺跡 C地区 遺構平面図 2 (S=1/200)






